
錦絵に描かれた賀露の風景 
 

江戸時代を代表する浮世絵師、初代・二代の歌川広重は、日本各地の名所を描いた作品の中に、

賀露の風景も描き残しています。 

 

初代広重の「因幡 加路小山」は、日本各地の名所を描いた錦絵の連作「六十余州名所図会」

の一図です。このシリーズは、嘉永 6 年（1853）から安政 3 年（1856）にかけて制作されました。 

二代広重の「因幡 加路 小矢満」は、全 68図からなる「諸国六十八景」の一図です。このシ

リーズは、文久 2年（1862）に初版が刊行されました。 

 

どちらの錦絵にも、右手に賀露村、左手に湖山池を配し、南側の丘陵から見渡したような風景

が描かれています。ただし、これらの錦絵は、必ずしも現地の風景をそのまま写生したものとは

限らないようです。構図などを比較すると、先行する絵図「山水奇観」（淵上旭江<ふちがみきょ

っこう>作、享和 2年〈1802〉成立）などを参考に制作された可能性も考えられています。 

 

また、遠近感を強調したり、構図を大胆に変えたりするなど、絵師独自の表現も加えられてい

ます。そのため、描かれた場所を正確に特定することは難しいものの、作品を通して、当時の賀

露周辺の景観がどのように捉えられ、表現されていたのかをうかがい知ることができます。 

 

江戸時代の錦絵に描かれた賀露の姿は、ふるさとの歴史と景観の魅力をあらためて感じさせて

くれます。私たちが暮らす賀露の風景が、江戸時代には名所の一つとして絵に描かれ、今に伝え

られていることは地域の誇りであり、大切に受け継いでいきたい財産です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 

・『賀露誌』賀露町自治会発行、2009 年 

・二代歌川広重『因幡 加路 小矢満』（坂口喜美子氏所蔵・作品画像提供） 

・伊藤康晴「名所図会の図像変遷について」『鳥取地域史研究』第 3号 

・文化遺産オンライン「諸国六十八景／越中 青城山」 

・国立国会図書館 電子展示会「錦絵と写真でめぐる日本の名所」 

初代 広重画「因幡 加路小山」 二代 広重画「因幡 加路 小矢満」 


